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polymerase chain reaction（PCR）法により行った．  
 
2．M. ulceransの毒性の評価 
マイコラクトン産生M. ulcerans Agy99株とマイコラクトン非産生M. ulcerans Agy99株
を，それぞれホモジナイザーを用いてMiddlebrook 7H9-ADC-Tween80液体培地中で均一化
した後、菌液の調整を行った．菌液を波長 600nm（OD600）で吸光度を測定し，OD=2.0（約
6.5×107cell/mL），OD=0.2（約 6.5×106cell/mL），および 0.02（約 6.5×105cell/mL）に調整













0.1% Triton X-100水溶液を用い、精製マイコラクトンを、2 mg/mL、20 mg/mL、および



















4. マイコラクトン 10µg 投与群では，投与 1 日後にすべてのカイコが死亡した．0.1µg 投与























                                  様式甲－３  
